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財務報告に係る内部統制の重要な欠陥に関するお知らせ

当社は、平成22年11月25日に金融商品取引法第24条の４の４第１項に基づき平成22年８

月期における内部統制報告書を提出いたしましたが、本報告書において平成22年８月期の

財務報告に係る内部統制に重要な欠陥がある旨を記載しておりますので、下記のとおりお

知らせいたします。

記

１．重要な欠陥の内容

当社は、当社および当社子会社の経理部門において、一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成するための全社的な内部統制および決算・財務

報告プロセスに係る内部統制の運用が不十分であったため、当事業年度末の連結財務諸表

および財務諸表について、監査人より会計処理誤りならびに注記誤りについての複数の誤

謬の指摘を受けました。

これらの原因は、主に以下の２点であります。

（１）事業再編ならびに経営資源の戦略的シフトに即した管理体制の運用が十分でなく、

経理部門においても人員および能力の不足等により適正な財務報告のための十分な検

証体制を維持できなかった。

（２）これらの財務報告と内部統制に関する状況についての情報提供不足およびモニタリ

ング不足により、取締役会および監査役会の監督・監視責任が全うできなかった。

また、上記の内部統制の不備が事業年度末日までに是正されなかった理由は、上記の誤

謬が期末日後に発見されたためであります。

なお、監査人より指摘された複数の誤謬は、いずれも適切に修正しており、連結財務諸

表および財務諸表に及ぼす影響はありません。



２．重要な欠陥の是正について

当社は、財務報告に係る内部統制の整備および運用の重要性を強く認識しており、重要

な欠陥を是正するために、取締役会および監査役会の監督・監視の下、経理部門の人員お

よび能力の不足を解消し、当連結会計年度においては、適正な内部統制を整備および運用

する方針であります。

以 上


